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論文内容の要旨
【目的】耳音響放射 Cotoacoustiι‘emlSSlon;OAE)は嫡牛、特に外有毛細胞の機能を反映する反応であ
り、その臨床応用の lつに鍋!I二機能のモニタリング検査としての利用がある。本研究では内リンパ水腫診
断検査であるグリセロールテストでの蛸千機能の変化を歪成分耳音響放射 (deslorLIonprodud OAE; 
DPOAF..)を捌いてモニタリングし評価することの臨床的有用件を検討した。
【対象と方法】まず検討1.として、メニエール病症例13{1IJを対象にグリセロール内服前と内服3時間後まで
1時間おきにF2 =1000、1500、2000Hzで‘のDPOAEの入出力曲線を測定した。人出力曲線の変化は最大出
力レベルと検出闘値を指標として評価1し、 DPOA卜:の改善所見と悪化所見を判定した。次に検討1.の結果
をもとに検討2. として、メニエール病症例40lf40例においてグリセロール内服3時間後のDPOAEの変仕
所見を評価し、純音聴力検査での結果と比較した。また聴力花常者20例を対照としたo
【結果】 (検討1.)聴力正常者では経過中に改善または悪化所見を認めた例もあったが、 1例を除いて内
服3時間後にはDPOAEIこ有怠な金イiニ所見は認められなかった。一庁、メニエール病痕例では内服3時間後
にDPOAEが改善所見を示す例が最も多く認められた。以上より内服3時間後にDPOAEを評価するのが最
も適当と判断された。
(検討2.)グリセロールテスト陽性例と疑陽性例では全例に、陰性例でも11例中5例でいずれかの周波数
のDPOAEに改善所見が認められた。内リンパ水腫診断検査としては、 DPOAEを利用することにより、純
音聴力検伐と比べ特異度は同等でありながら感度の大幅な向上が認められた。
【結語】鍋牛機能の変化を鋭敏に反映するDPOAEをグリセローlレテストへ応用することの臨床的有用性は
極めて高く、内リンパ水腫の診断率を向上させることができるものと結論した。
論文審査の結果の要旨
耳音響放射 Cotoacousticemission; OAE)は鍋牛、特に外有毛細胞の機能を反映する反応であり、そ
の臨床応用の lつに鍋牛機能のモニタリング検査としての利用がある。木研究では内リンパ水腫診断検査
であるグリセローJレテストでの蛸牛機能の変化を歪成分耳白響放射 Cdistortionprodud OAE; DPOAE) 
を用いてモニタリングし評価することの臨床的有用性を検討した。
まず検討lとして、メニエール病症例13例を対象にグリセロール内服前と内服3時間後まで1時間おきに
F 2 .~1000、 1500、 2000HzでのDPOAEの入出力曲線を測定した。入出力曲線の変化は最大出力レベルと検
出関値を指標として評価し、 DPOAEの改善所見と悪化所見を判定した。次に検討1.の結果をもとに検討
2. として、メニエール病症例40耳4()例においてグリセロール内服3時間後のDPOAEの変化所見を評価し、
純音聴力検費での結果と比較した。また聴力正常者20例を対照とした。
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(検討1.)聴力正常者では経過中に改発または悪化所見を認めた例もあったが、 1例を除いて内服3時間
後にはDPOAEに有意な変化所見は認められなかった。方、メニエール病症例では内服 3時間後に
DPOAEが改善所見を示す例が最も多く認められた。以上より内服3時間後にDPOAEを評価するのが最も
適当と判断された。
(検討2.)グリセロールテスト陽性例と疑陽性例では全例に、陰性例で、もl1{9IJ中5{9IJでいずれかの周波数
のDPOAEに改善所見が認められた。内リンパ水腫診断検査としては、 DPOAEを利用することにより、純
音聴力検査と比べ特異度は同等でありながら感度の大幅な向上が認められた。
以仁の結果より、鍋牛機能の変化を鋭敏に反映するDPOAEをグリセロールテストへ応用することの臨床
的有用性は極めて高く、内リンパ水腫の診断率を向上させることができるものと思われる。
以上から本研究は博士(際学)の学{立を授与するに値するものと判定された。
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